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ドキュメント構成

■タスク勤務表操作動画
使い方の雰囲気を掴んでください。

■チュートリアル
本稿になります。 実際の例を使いながら、使い方を概観します。一通り、

手を動かしながら、追ってみてください。

■ユーザマニュアル
項目毎の使い方の説明になります。必要な箇所について参照してください。

■アドバンストユーザマニュアル
進んだ使い方についての解説になります。

■Python制約プログラミングマニュアル
さらに進んだ上級者のためのプログラミングマニュアルです。

https://youtu.be/M6vHsZ09aDA
https://www.nurse-scheduling-software.com/tutorial/schedule_nurse3/user_manual/schedule_nurse3_user_manual.html
https://www.nurse-scheduling-software.com/tutorial/schedule_nurse3/advanced_manual/schedule_nurse3_advanced_user_manual.html
https://www.nurse-scheduling-software.com/tutorial/schedule_nurse3/python_manual/python3_constraint_programming_manual.html
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本チュートリアル

本チュートリアルは、以下の３つのタスク勤務表作成問題について、プロジェ
クトの作成方法、解き方を解説します。

■チュートリアル１
文教大学サイト 「パートナの勤務シフト作成問題 アルバイト先の現状を見
つめ直して」 をモデルケースとしたチュートリアルです。殆どのタスク勤務
表は、この例を理解することで、同様に記述可能となります。

■チュートリアル２
看護師割り当て問題ですが、多数のタスクとスキルから、多数のタスクを割り
当てる問題です。看護師に限らず、同種の仕事形態の職場にも適用可能です。
必要な方のみご参照ください。

■チュートリアル３
訪問看護の問題です。スタッフ数は、僅かに4人ですが、高難度の問題です。
殆どの方は、ここまでの記述は必要ありません。必要な方のみご参照ください
。
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チュートリアル１

実際の操作の様子を収めた動画で、操作の雰囲気をご覧になってください。

重要なことは、「タスク勤務表は、制約で作る」ですが、次の3点が要点で
す。

■制約は、人が作る
■制約を満たす解は、ソフトに解かせる
■最適化は、重みで調整する

それでは、チュートリアル（ソフトの操作を実際にやってみながら操作概要
を学ぶ）で、簡単な例から初めて徐々に複雑な例に進んでいきましょう。

https://youtu.be/M6vHsZ09aDA
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ソフトの起動

デスクトップ画面上にあるアイコンをダブルクリックします。
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起動直後の画面

起動直後の画面は下のようになっています。ファイルをクリック
します。
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プロジェクトファイルの読み込み

プロジェクトを開くをクリックします。



8

タスク勤務表フォルダを開く

ソフトインストールしたフォルダ、プロジェクトサンプル/タスク勤
務表 フォルダを開きます。
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パートナ問題予定入力付きを開く

選択して、開くをクリックします。
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求解

求解 をクリックして、求解ボタンをクリックします。



11

解画面の読み込み

即座に解が求まり、解画面となります。



解画面の読み込みの最大化

ここをクリックすると最大化します。



解画面の操作の仕方

解画面上の任意点をダブルクリックすることで拡
大と縮小を行き来（トグル）します。



画面レイアウト変更

下のようにレイアウトを変更することが出来ます。
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パートナ問題とは？

■文教大学 パートナの勤務シフト作成問題 アルバイト先の現状を見つめ直
して」 をモデルケースとして、実装プロジェクトになっています。検索する
と、問題の説明を書いたサイトが見つかりますので、どのような問題であるか
、眺めてみてください。

■このモデルでのプロジェクトの作り方が理解できれば、大抵のアルバイト勤
務表も出来るようになります。
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プロジェクトファイル作成の流れ

タスク勤務表
プロジェクト
で読み込み

ユーザ専用の
プロジェクト
ファイル

対応するExcelファイルを選び、環境に合
わせてスタッフ名等を編集

Excel
ファイ
ル郡

編集

シフト勤務表
として出力
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パートナ問題での編集内容 スタッフ属性

タスク勤務表3phase             
スタッフ名 コメント 全スタッフ属性

A1 全スタッフ

A2 全スタッフ

A3 全スタッフ

A4 全スタッフ

A5 全スタッフ

A6 全スタッフ

A7 全スタッフ

A8 全スタッフ

A9 全スタッフ

A10 全スタッフ

スタッフ名 コメント 全スタッフ属性 出納属性 採教属性 abc属性 egi属性 efg属性 ei属性 POS属性 日勤禁止属性 夜勤禁止属性 週当たりの休み数属性 連休禁止属性 休み曜日属性

a 全スタッフ 出納 abc 夜勤禁止 2 火

b 全スタッフ 出納 採教 abc 夜勤禁止 連休禁止 金

c 全スタッフ 採教 abc 夜勤禁止 土日

d 全スタッフ 夜勤禁止 火水

e 全スタッフ egi efg ei 日勤禁止 金土

f 全スタッフ efg 日勤禁止 月火金土日

g 全スタッフ egi efg 日勤禁止 月火金土

h 全スタッフ 日勤禁止

i 全スタッフ egi ei POS

j 全スタッフ POS 夜勤禁止 日

パートナ問題
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パートナ問題での編集内容 工程人数

タスク勤務表3phase             

パートナ問題

フェ
ーズ
数

3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

工程
名

属性
最大・
最小

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

仕事
１

最大 4 423324 424425 524424 424 423 324424 425524 424424 42

最小 4 423324 424424 423324 424 423 324424 424423 324424 42

最大

最小

最大

最小

最大

最小

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

工程名 属性 最大・最小 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

仕事１

最大 4 4 2 3 3 2 4 4 2 4 4 2 5 5 2 4 4 2 4 4 2 4 4 2 3 3 2 4 4 2 4 4 2 5 5 2 4 4 2 4 4 2 4 4 2

最小 4 4 2 3 3 2 4 4 2 4 4 2 4 4 2 3 3 2 4 4 2 4 4 2 3 3 2 4 4 2 4 4 2 4 4 2 3 3 2 4 4 2 4 4 2

出納
最大

最小 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

採教
最大

最小 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

abc
最大

最小 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

POS
最大

最小 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

egi
最大

最小 1

efg
最大

最小 1

ei
最大

最小 1
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タスク勤務表プロジェクトの読み込み

タスク勤務表プロジェクトは、いわば土台のプロジェクトです。まず、このプ
ロジェクトを読み込みます。
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Excelファイルの編集

パートナ問題を参照すると、次のように、１日を３つの時間帯に分割して、時
間帯毎に、次のようなスタッフ数が必要であることが分かります。この分割数
をフェーズ数と呼ぶことにします。
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タスク勤務表3phaseの編集

フォルダには、1フェーズから、８フェーズまでのExcelファイルを用意して
います。パートな問題のフェーズ数３と一致する、タスク勤務表3phaseを開
いて、編集します。
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工程人数の編集

パートナ問題の編集済みプロジェクトは、パートナ問題です。このファイル
の工程人数のシートをご覧になってください。日によっては、さらに細かい
専用のスタッフが必要な問題となっています。出納、採数 等は、スタッフ
属性のシートで定義しています。
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スタッフ属性の編集

スタッフ名等は、ここで定義します。例にならって編集してください。また
、専門的なスタッフも例に倣って定義してください。

その他に、個人の希望働き属性も記載されていますが、これについては、
後で説明します。
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Excelシートのまとめ

■一日を分割した時間帯をフェーズと呼び、フェーズ毎に必要なスタッフ数
をExcelで定義します。

■パートナ問題では、フェーズ数３ですので、対応するファイルを選び編集
します。ユーザのプロジェクトのフェーズ数が４でしたら、フェーズ数４の
Excelファイルを選んで編集してください。

■必要な日数分の必要な人数を工程人員シートに記載してください。

■また、専門スタッフ数も、必要であれば、定義します。スタッフ属性と連
動しているので、名前は、スタッフ属性で定義したものと一致している必要
があります。（パートナ問題に習って、定義してください。）

■元のExcelシートへは、書き込みせずに、名前を変えて(Ex パートな問題）
保存してください。
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タスク勤務表プロジェクトの読み込み

■Excelファイルを読み込む前に、タスク勤務表プロジェクトを読み込みます。
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Excelファイルの読み込みその１

■ウィンドゥの設定 →Excel取り込み出力設定 をクリックすると次の画面
となります。
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Excelファイルの読み込みその２

■ウィンドゥの設定 →Excel取り込み出力設定 をクリックすると次の画面
となります。

■ファイルをクリックします。
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Excelファイルの読み込みその３

■パートナ問題を開きます。
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Excelファイルの読み込みその４

■設定 をクリック、さらに 取り込み ボタンをクリックすると、
Excelファイルが読み込まれます。
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Excelファイルの読み込みその５

■読み込みが完了すると下の状態となります。

■正常の読み込まれているとすると、この状態で解があるはずです。求
解して解があることを確認してください。
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Excelファイルの読み込みその６

■読み込みが完了すると下の状態となります。

■正常の読み込まれているとすると、この状態で解があるはずです。求
解して解があることを確認してください。



32

Ｅｘｃｅｌファイルの読み完了後

■各日、各フェーズ毎に必要なスタッフ数は、読み込み済みです。

■しかし、シフトとタスクをお客さまように合わせる必要があります。

■それが、次に行う作業です。
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フェーズの編集その１

■設定 → フェーズ定義 をクリックすると 下のようなガントチャート
が現れます。
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フェーズの編集その２

■１日を分割したフェーズは、ph0,ph1,ph2と名前が付いています。時刻は
、便宜的なもので重要ではありません。例えば、 ph0が午前勤務、ph1が午
後、ph2が夜勤務であるとしましょう。そうすると、例えば、Workというシ
フトは、ph0,ph1,ph2全て、つまり終日に渡って働くシフトを意味します。
■同様に、シフトPH12は、午前午後働く勤務となります。
■パートナプロジェクトでは、PH23、PH1というシフトはないものとします
。ですから、PH12とPH1シフトをこのガントチャートから削除します。
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不要なシフトをフェーズから削除する

■PH12とPH1シフトをガントチャートから削除するには、左端の数字を３４
をドラッグして選択後、右クリックして行削除で行えます。
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不要なシフトを定義から削除するその１

■設定→シフト定義をクリックすると下のシフト定義が現れます。
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不要なシフトを定義から削除するその２

■PH12とPH1というシフトは、不要ですので、チェックを外します。

設定をクリックすると適用されます。
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シフトラベルの変更

■シフトラベルを分かりやすいものに変更します。ラベル名は、任意ですが、
一目で分かる分かり易いものがよいです。
■フェーズで定義されていないシフトは、一般に休みになるので、休がよいで
しょう。
■下のように変更し、設定をクリックします。
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解の確認

■求解して解を確認しましょう。PH２３とPH1は削除したので、そのパターン
のシフトは、現れてはいけません。下の通りとなります。
■１は、タスクの１です。これも、次ページで見易いものに変更します。
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タスクラベルの変更その１

■設定→タスク定義で下の画面となります。



41

タスクラベルの変更その２

■次のように設定し、フェーズ毎にラベル色を変更するために、ここのチェッ
クをオンにします。
■設定ボタンをクリックします。
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タスクラベルの変更の確認

■求解して解を確認しましょう。

■ここを右クリックして、全て挿入を選択します。
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解の全体を確認

■当初のExcelでの設定を満足することを確認します。



プロジェクトの保存その１

■ファイル →保存 で、プロジェクトは保存されます。
■前の設定の方がよかった、という場合もあるので、名前をつけて保存でバ
ージョンをつけながら保存するとよいでしょう。
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プロジェクトの保存その２

■名前をつけて保存します。
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予定の入力その１

■予定入力をクリックします。タスク 予定入力と 予定入力の二つが出現し
ます。見えないときは、ウィンドゥの設定→カスケードで見えるようになりま
す。
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予定の入力その２

■パートナ問題の予定シートを見ながら入力していきます。



48

予定シートの読み込み

シートを読み込む方法もあります。次のように、既存のプロジェクト設定を
壊さない為に、予定シートのみ適用とし、なおかつ、制約期間変更禁止とし
て ファイルパス設定 →設定→取り込み で読み込んでください。
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読み込みの確認

成功すると、次のようになります。失敗した場合は、Myパートナ問題V1プロ
ジェクトの読み込みから再試行ください。
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求解して解の確認

多くの箇所で、制約を満たしていません。満たしていない箇所は、黄色で表
示されています。とりあえず、この状態でプロジェクトを保存(V2バージョン
）しておきます。
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行制約の入力

今まで、スタッフ毎の働き方に関しては、何も入力していません。そこで、
スタッフ毎の制約を入力することにします。制約→行制約 をクリックしま
す。
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6連勤禁止の入力その１

まずは、スタッフによらない一般的な制約として、6連勤禁止制約を入力して
みます。

マウスをここでクリックして、休をクリックして入力していきます。
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6連勤禁止の入力その２

次に休みの前のチェックを付けます。チェックは、～でないという意味です
。休みでない＝出勤が６回連続続くパターンを表しています。

このパターンは禁止で全スタッフに適用、曜日タイプは今月自動を選択します。

行制約名をつけ、適用をチェック、最後に設定をクリックします。
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6連勤禁止後に求解その１

次のようにエラーとなってしまいます。これは、今入力した制約と予定入力
が衝突して解がないことを表しています。実際、予定を見てみると、

クリックします。
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6連勤禁止後に求解その２

6連勤務箇所があり、このために行制約と矛盾が生じていることが分かります
。これを解決するには、行制約か、予定制約のどちらかをソフト化すること
が必要になります。次ページ以降、ソフト化とは何かを説明しています。
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予定制約をソフト化その１

ソフト化するには、マウスカーソ
ルを置いてドラッグして、全体が
背景青となるように選択します。

次に、画面上点で、右クリ
ックしてメニューを出し、
選択部をソフト化するをク
リック、レベル１を選択し
ます。
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予定制約をソフト化その２

セルの外側が薄灰色になります。
これがソフト制約化したセルであ
ることを表しています。
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予定制約をソフト化後に求解その１

予定入力制約：１が新たに出現し
ます。適用をチェックしてくださ
い。

さらに重みを予定制約の重みを10
として求解ください。
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予定制約をソフト化後に求解その２

今度は、下のように解があります。依然として、列制約では、満足してい
ない箇所が沢山ありますが、この段階でプロジェクトを保存（V3)としま
す。

さらに重みを予定制約の重みを10
として求解ください。
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ソフト制約化のまとめ

• ソフト化を指定しないと、制約はハード制約となります。

• ハード制約は、必ず守るという制約になります。

• ソフト化した制約は、出来れば守るという意味になります。

• ハード制約同士で衝突して解がない場合があります。その場合は、どちらか
の制約をソフト化を指定します。

• ソフト化は、レベル(1-7)を伴います。

• ソフト化したレベル毎に重みを指定することができます。

• 重みが重い程、優先度が高い制約となります。しかし、どれほど重みを大きく
したとしても、ハード制約の方が優先度が高くなります。

• ソフト制約化は、予定を含むほぼ全ての制約について可能です。

今度は、下のように解があります。依然として、列制約では、満足してい
ない箇所が沢山ありますが、この段階でプロジェクトを保存（V3)としま
す。
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アルバイトのシフト問題の問題点

■スタッフの勤務希望全日を入力しているので、調整の余地がありません
。列制約で要求されるスタッフ人数が集まる潤沢なアルバイトスタッフが
いる職場では、勤務希望をカットするだけで、要求されるスタッフ人数を
確保することができます。

■しかし、今回のパートナ問題のように、スタッフの希望そのままでは、
要求スタッフ人数が不足している箇所が何箇所かあり、スタッフに掛け合
って、調整を余儀なくされる可能性があります。

■パートナ問題のサイトでは、この解決策として、行制約を追加すること
を提案しています。

■この提案を制約化して、現状がどのように改善されるのかを見てみまし
ょう。
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スタッフ毎の働き制約

■スタッフ毎の働き制約項目については、既にExcel上で記述があり
以下のように読み込んでいます。これらは、項目だけで、制約として実装
されて訳ではありません。制約として実装するのは、ユーザの役目です。
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日勤禁止の実装その１

■フェーズとシフト
の関係は、左のよう
でした。日勤という
のは、PH12シフトに
なりますが、同時間
帯を含むPH２シフト
も禁止という理解で
よいと思います。で
すので、シフト集合
のOR（または）で表
現できます。
■制約→シフト定義
→シフト集合
で日勤集合を左のよ
うに定義して、設定
をクリックします。
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日勤禁止の実装その２

■行制約を開くと日集が出来ています。これを使ってパターン禁止を行います
。

■下のように書いたら設定をクリック、求解、動作確認します。
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日勤禁止の動作確認その１

■ソフト制約レベル３を設定したので、新たな項目が出来ました。チェックし
て求解します。
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日勤禁止の動作確認その２

■確かに、日勤禁止にしたところは、日勤が入っていません。ただし、制約し
ているのは、今月部だけです。制約化していない先月には、日勤が入っていま
す。
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夜勤禁止の動作確認

■同様にして夜勤禁止についても、記述することが出来ます。ここを右クリッ
クで全て挿入 により、行制約項目についても結果を表示しています。
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週あたりの休み数

■第一週と第ニ週それぞれにたいして制約します。
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週あたりの休み数確認結果

対象は、全スタッフにしていますが、スタッフプロパティで記述しているのは
、スタッフaだけですので、aについてのみ制約されます。



70

連休禁止制約の実装

連休禁止グループは、休休パターンを禁止すればよいです。設定のクリックを
忘れずに行ってください。
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連休禁止制約の実装結果

下のようになります。
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休み属性の実装

例えば、火曜日休みは、火曜日に、火グループを、休みでない＝出勤をパター
ン禁止としています。
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スタッフ数重視の重みで解を求める

行制約で、スタッフ個人毎の要望は、全て制約済みです。言い換えれば、予定
の全日ソフト制約は、その特殊形態にすぎません。ですので、まずは、制約か
ら外して求解してみましょう。また、当初の目的である、必要スタッフ数を確
保する意味で列制約の重みを10として制約します。
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スタッフ数重視の重みで解を求めた結果

エラー数は、Total0となり、黄色部は、行制約・列制約ともに消失しました。
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予定制約重視の重みで解を求めた結果

多くの黄色部が出現する結果となりました。
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予定制約重視の重みで解を予定比較する

解画面で右クリック→予定入力と比較 を行うと、予定制約から変更させられ
た部分が赤になります。いずれも6連勤務禁止（ハード制約）によるもので、
それ以外は、全て希望通りになっています。
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スタッフ数重視での重みで解を予定比較する

行制約の重みを２として、予定制約の重み１と変えることで、予定部のみのエ
ラー数（変更箇所数）が分かります。重み１でのみエラーが発生しているので
、予定18箇所を除いて全ての制約を満足していることが分かります。
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考察

■スタッフ働き方希望の行制約化の効果
予定を入れない場合でも、最低限のスタッフの働き方希望については満足し

ていると考えられます。その結果、行制約・列制約共にエラーは０となり、ど
ちらの側も満足する結果となりました。

■スタッフ働き方希望を予定制約重視でいれた場合
スタッフ側の希望優先では、必要なスタッフ数を満足することが出来ません

でした。

■結果は、重み配分次第で変わることが分かります。適切な重みを設定するの
は、管理者の役目になります。

■改善案
さらに精度を上げるには、次のような手段が考えられます。
A）スタッフの働き方を行制約で制約
B)  強い希望の休み、あるいは禁止シフト希望のみを予定制約でソフト化
C)  A)B)に対して、細かく重み配分
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解空間をできるだけ広く

■全日の予定をハード制約として入力してしまうと、調整の余地がありません
。このことを解空間が狭い、というような言い方をします。

■根底にある考え方は、解空間をできるだけ広く保つことが、良い解を見つけ
易くする条件である、ということです。

■そのことにより、調整の幅が広がり、調整点、妥協点が見つかる確率が増え
るからです。
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Excelへの出力その１

■解をそのままの形式で出力するやり方と、ユーザフォーマットに従って
出力する方法があります。
■この例では、両方の例を同時に行います。
■パートナ問題の解を開いてください。sheet1は、ブランク、勤務表の方は、
スタッフ名等が入ったシートになっています。出力前の状態を確認してくださ
い。
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Excelへの出力その２

■サンプルプロジェクトは、パートナ問題予定入力付きです。ウィンドゥの設
定→Excel取り込み出力設定→Excel出力設定をクリックすると次の画面となり
ます。ファイルパスをクリックすると、
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Excelへの出力その３

■次の画面となります。保存をクリックします。上書き保存しますかのメッセ
ージが出たら「はい」をクリックしてください。
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Excelへの出力その４

■設定をクリック。出力クリックで、Excelへの出力となります。
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Excelへの出力その５

■sheet1、勤務表各々のシートには、次のように出力されます。
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チュートリアル２

看護師割り当て問題ですが、多数のタスクとスキルから、多数のタスクを割
り当てる問題です。看護師に限らず、同種の仕事形態の職場にも適用可能で
す。必要な方のみご参照ください。
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タスク勤務表2phaseスキルを開く

シート工程人数を開いてください。多数のタスク（仕事１から仕事１２まで
）を割り当てる問題の例になっています。
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タスクスキル属性

シートを開いてください。多数のタスクの場合は、そのタスクを出来る人が
限られてくるので、この例のフォーマットを習って記述してください。
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タスク勤務表２phase_スキルの読み込みその１

スキル付きのExcelファイルを読み込みするプロジェクトは、タスク勤
務表スキル付きになります。プロジェクトファイルを読み込みます。
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タスク勤務表２phase_スキルの読み込みその２

Excelファイルの読み込みは、チュートリアル１と同様にして読み込ん
でください。
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解の確認

チュートリアル１と同様にして求解して解を確認しましょう。
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チュートリアル３

訪問看護の問題です。スタッフ数は、僅かに4人です。今までと違うのは、
シフトは、行制約、フェーズは、列制約に綺麗に分けることが出来ない問題に
なっていることです。シフトとタスクをどのようにフェーズに割り付けるか？
方法は、二つあり、その両方のやり方で同じ問題を記述してみます。

方法１）シフト数を１としてタスクでコーディング方法
(サンプルは、OneShiftV2)

方法２）シフト数は、あり得るシフト形態数分を取り、タスクは、必要なビッ
ト数だけエンコードする方法
(サンプルは、MultiShiftV2)

どちらでコーディングしても一長一短があります。
フェーズ変数を使わずに記述出来れば、それが一番よいのです。しかし、チュ
ートリアル３のように使わざるを得ない場合、比較的理解が容易な方法１がよ
いでしょう。
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方法１ シフト数を１としてタスクだけで記述する

タスクは、左上のように記述しています。しかし、フェーズで見ると、各
タスクともに、必ずしも意味のあるタスクではありません。例えば、勤務
と言う意味で、日Tというタスクを割り当てていますが、AM/PMでは意味
があっても、拘束というフェーズでは、専用の拘束タスクを割り当ててい
るので、このフェーズにおいては、日Tが出現しないように記述することが
必要となります。
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タスク変数のケア

他のタスクも同様のケアが必要になります。そのための記述が以下です。
列制約・行制約どちらの記述でも可能です。
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フェーズ変数

フェーズとタスクの組み合わせパターンをシフトと同様に一つの名前で呼
ぶための仕組みが用意されています。フェーズ変数は、シフトと同様に行
制約、列制約、予定入力で呼ぶことが出来ます。
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フェーズ変数集合

フェーズ変数のOR集合を一つの名前として呼ぶことが出来ます。これも、
任意の制約でシフトと同様に呼ぶことが出来ます。
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フェーズ変数を利用した行制約

後は、通常通り、シフトと同様に記述が可能です。
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方法２ タスクをエンコーディングする方法

シフトは、シフトのままに記述、タスクは、仕事１・仕事２の2ビットで記
述しています。
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タスクをエンコーディングする

タスクは、フェーズ毎に全く別な意味として使
います。このようにするとタスクビット数とし
ては、節約できます。
また、方法１のような冗長性が少ないので、
不必要なビットをデアサートする記述も少なく
て済みます。

しかしながら、シフトとの関
係が複雑となり、フェーズ変
数も、左のようにNoTaskVar
を使用せざるを得ない場面が
出てきます。

この結果、理解が難しいとい
う問題があります。
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シフト・タスクエンコード

タスクは、フェーズ毎に全く別な意味として使
います。このようにするとタスクビット数とし
ては、節約できます。
また、方法１のような冗長性が少ないので、
不必要なビットをデアサートする記述も少なく
て済みます。

しかしながら、シフトとの関係
が複雑となり、フェーズ変数も
、左のようにNoTaskVarを使用
せざるを得ない場面が出てきま
す。

フェーズ変数が記述出来たら、
後はシフトと同様に記述できる
のは、方法１に同じです。
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Excelへの出力

フェーズオブジェクト（フェーズ変数、フェーズ変数集合の総称）を用いた
場合、シフトとタスクが連動したユーザの独自フォーマットになる関係でサ
ポートしていません。次善の方法としては、Pythonで個別にCSVを出力する
方法があります。OneShiftV2を動かすと次のCSVが出力されます。

これをユーザフォーマッ
トのExcelに貼り付けると
次のようになります。
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用語集

ソルバ 答えを出す脳、に相当するソフトウェア

制約 勤務のルール

解 制約を満たす答え

ハード制約 必ず満たさないといけない制約。

ソフト制約 出来れば満たしたい制約

オプティマイズ
最適化。エラーの数を1個づつ減らして重みｘエラー総和を最小
化すること。

リソース 人的資源。使用例）リソースがない➡人がいない

行 横方向の列

列 縦方向の列

充足 制約を満たすこと

エラー 失敗。誤差（目標値からのずれ、ペナルティ）

ボトルネック その制約を満たすことが難しいために解がない状態

トレードオフ
何かを達成するために別の何かを犠牲にしなければならない
関係のこと。
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用語集２

プロジェクトファイル
制約,予定入力や解を収めたお客様専用設定ファイル。通
常月毎に名前を変えて作成します。

弊社SE 弊社システムエンジニア

ハードエラー
解が存在しないこと（ソルバが矛盾を認識したときに出すエ
ラー）

solution1 1番目の答え、solution2は、2番目の答え

ソフトエラー ソフト制約で満足しない箇所。

最適化
ソフトエラーの満足しない箇所を重みを含めて最小にするこ
と。

コンフリクト ハード制約同士の矛盾。同時に満たす解が存在しない状態

過制約 制約が多すぎて、同時に満足する解を得がたい状態
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